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線量限度の適用 

○職業人（実効線量）
   １年間   50 ミリシーベルト かつ
   ５年間 100ミリシーベルト
○一般公衆（実効線量）
   １年間   １ミリシーベルト

（例外）医療被ばくには適用しない     
    ・個々のケースで正当化
    ・防護の最適化が重要

線量限度は計画被ばく状況に適用される

防護の原則 

出典： ICRP Publication 103「国際放射線防護委員会の2007年勧告」The International Commission 
on Radiological Protection（国際放射線防護委員会）、2007


